
姫新線ワーキングチームの活動状況

令和８年８月３１日

姫新線WT
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津山市・新見市・真庭市・美作市・勝央町
岡山県・ＪＲ西日本岡山支社

（オブザーバー）備中県民局・美作県民局・兵庫県西播磨県民局



WT会議の開催状況
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○構成メンバー

津山市・新見市・真庭市・美作市・勝央町・岡山県・ＪＲ西日本岡山支社
（オブザーバー）備中県民局・美作県民局・兵庫県西播磨県民局

○開催状況

令和４年度 第１～２回
令和５年度 第３～５回
令和６年度 第６～７回
令和７年度 第８～10回

第11回WT ：令和８年５月26日（火）
第12回WT ：令和８年８月６日（木）

【令和８年度協議内容】
・実施済みの取組について共有
・令和８年度の取組内容について検討



利用促進策の検討
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１ 姫新線親子向け乗車体験会の開催
（１）目的
・沿線地域の観光資源や二次交通利用体験等を通じて、鉄道利用の魅力を体感してもらう。
・鉄道・公共交通の乗り方教室を開催し、公共交通への利用意識の向上を図る。

（２）行程等
① 鉄道の歴史を学ぶコース

令和８年11月１日(日)定員20名（申込期間:9月1日～10月12日）

    ② 勝山のお雛まつり満喫コース
令和9年3月6日(土)定員20名（申込期間：令和9年1月下旬～2月上旬)

申込二次元コード ※チラシは昨年のものです



利用促進策の検討
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２ 姫新線沿線デジタルスタンプラリーの実施
（１）目的
・昨年度作成した「姫新線沿線モデルコース」を活用し、
姫新線のさらなる利用促進や沿線地域の観光地、
商業施設などの活性化及び交流人口の拡大を図る。

（２）実施期間 ９月２５日（金）～１２月２０日（日）
（３）スタンプラリー対象予定施設 (※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です）

（４）賞品



利用促進策の検討
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３ 高齢者向け乗車体験会の開催

（１）目的

・買い物や観光等において、姫新線を利用して移動できることを体験してもらう。

・外出機会が減っている高齢者の健康維持・向上を図り、公共交通の利用促進につなげる。

・将来（免許返納後など）、安心して地域を移動できる力を育成、外出機会を創出する。

（２）実施地域 津山市内（町内会単位で実施時期を含めて検討中）

（３）目的地案 アルネ津山、イオンモール津山等（姫新線、ごんごバス等を活用予定）

※健康増進アプリ
kencom(ケンコム）
食事管理アプリ
SIRU+(シルタス）
を活用した取組を検討中。

※イラストは現時点のイメージです。



その他の取組（令和８年度）

6

■ＡＩを活用した予約型乗合交通（ＡＩデマンド交通）「のるイコつやま」
（加茂、阿波、勝北、久米地域）
【実証前】地域巡回バス・市営バスなどの利用者数(令和5年3月～令和6年2月)  3,590人

【実証後】「のるイコつやま」の利用者数(令和6年3月～令和7年2月)     5,509人
【令和７年度】「のるイコつやま」の利用者数(令和7年4月～令和8年3月) 5,882人

二次交通としての利用促進
駅での乗降率：平均7.2%（令和7年4月～令和8年3月分(加茂8.9% 阿波15.9% 勝北2.2% 久米6.9％))

■公共交通乗り方教室（通年）
地域の公民館や公会堂で公共交通の乗降の仕方、運賃の支払い方法等について座学や実際に乗
車し、目的地まで行く乗車体験等を実施し、利用促進を図る。

■つやまシェアサイクル「ごんちゃり」の導入
津山駅や東津山駅等11箇所に貸し借りができるポートを設置し、「ごんちゃり」を35台配置している。
駅からの二次交通や市内の周遊で利用がある。

○津山市

「のるイコつやま」利用風景 公共交通乗り方教室
（公民館での座学）

つやまシェアサイクル
「ごんちゃり」

約1.5倍



■新見市鉄道利用促進事業の実施
官民連携組織である新見市鉄道利用促進協議会において、鉄道の利用促進イベント、新見市

オリジナルICOCAを活用した利用促進、新見駅と連携した取組などを行う。

・小中学生公共交通利用促進事業
市内の小中学生が遠足や校外学習などで市内を運行する公共交通機関を
利用した場合、その運賃を助成（一人上限500円１回まで）

・新見市内３路線２０２７年鉄道カレンダー作成・配布
鉄道の魅力を伝える写真・イラストを募集し、鉄道カレンダーを作成・配布

・芸備線・姫新線利用促進事業「運賃の一部を『にーみんポイント』で還元します！」
旅行等でJR芸備線・姫新線を利用した方を対象に、運賃の一部を補助

・JR芸備線・姫新線に乗って応援キャンペーン「乗降スタンプを集めて素敵な賞品
をＧＥＴしよう！」
新見駅発着の芸備線・姫新線を複数回利用することで賞品へ応募

・３人グループを作って鉄道に乗ろう！
新見駅発着の鉄道を３人グループで利用し、賞品へ応募

その他の取組（令和８年度）
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○新見市



■公募型鉄道利用促進事業
市民団体等が自ら企画実施する事業を公募し、提案団体へ委託して実施
今年度は２事業を採択
・芸備線に乗り、体験し、味わう事業 ＆ ハッピーハロウィンin哲西
・中国地方秘境４路線乗りまくりの旅 ２０２６

■市街地循環バス「ら・くるっと」の２台体制化
２次交通の充実により利便性向上

■予約型乗合タクシーの運行
２次交通の充実により利便性向上

11月にエリア拡大予定

■レンタサイクルの実施

芸備線の利用拡大を図るため、沿線で利用できるレンタサイクル事業を実施

料金：無料

台数：５台（電動アシスト自転車３台、自転車２台）

その他の取組（令和８年度）
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○新見市



その他の取組（令和８年度）
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○真庭市

■利用促進イベント「まに鉄フェスタ」
姫新線を市民の財産・地域資源と位置付け、地域の多彩な関係者とともに

沿線当事者である意識の共有や、利用意識の変容・醸成、関係人口の増加を
図るイベントを、市内の中国勝山駅で実施予定。
近隣の子ども向けイベントと同日開催し、参加者の相互回遊を図る。

■JR姫新線市民親子ツアー
将来の鉄道利用者層となる子どもと、その保護者を参加対象とする市民親子
ツアーを開催予定。真庭市から、津山市・新見市の両方面への行程を設定し、
鉄道利用の機会創出と、鉄道用途例の体験を提供する。

■公共交通乗り方教室
夏休み期間、巡回キッズスペースにて子ども向けの公共交通乗り方教室を
開催。姫新線の利用方法の説明をおこない、コミュニティバスまにわくんの利用
方法、デマンド交通の紹介、公共交通乗車マナーについての案内をおこなう。
同席の保護者に向けては、こども・幼児・乳児の鉄道利用料金について説明。

■市内駅移動に対する地域ポイントキャンペーン
市内駅移動での地域ポイントキャンペーンを期間限定で実施予定。
イベント時期とあわせることで、鉄道利用への導線を図る。

過去実施例：まに鉄フェスタ

過去実施例：JR姫新線親子ツアー



■JR西日本の株主優待活用
株式取得により、JR西日本・JR西日本グループの株主優待割引券を
取得。活用により、市民への還元と、鉄道利用の促進、関心人口増加
を図る。

【真庭こども広域学習応援】
市内小中高生の広域移動を支援するもの。鉄道利用や訪問先での
経験を、感想作品として市民へ共有し、公共交通への関心向上と学び
を循環させる。感想作品の展示では、鉄道コーナーを特設予定。

【広島平和学習プログラム参加応援】
市が実施する広島平和記念公園学習に対して、移動費・帯同負担
の軽減を図りつつ、参加者の鉄道利用機会を創造し、公共交通への
関心向上を図る。

■駅待合環境の整備
交通結節点である中国勝山駅の待合室を整備し、利用者の待合
時間の負担を軽減することで、現在の利用者層の鉄道利用維持と、将
来の利用者層が移動方法として鉄道を選択できる環境を整える。

その他の取組（令和８年度）
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○真庭市

過去実施例：鉄道コーナー企画

過去実施例：感想作品展示



その他の取組（令和８年度）
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○美作市
■美作市公共交通機関利用促進事業
岡山県美作ラグビーサッカー場で行われる女子サッカーチーム「岡山湯郷Bell」のホームゲーム観戦と、

JR利用を組み合わせ鉄道利用促進を図る。 （※令和８年度も同様の企画を検討中）



その他の取組（令和８年度）
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○勝央町
■勝間田高校 × 勝間田駅
～もっときれいに、もっと気持ちよく～

■ガンダムマンホール × 勝間田駅
～ファン必見、勝央町の撮影スポット～

勝間田高校生が駅前の清掃活動やプラ
ンターの設置など、勝間田駅の美化活動
に取り組んでいます。
利用される皆さんが気持ちよく駅を利用で
きるよう活動しています。
この取り組みは、地域への愛着を育むとと
もに、公共交通の利用促進にもつながっ
ています。
高校生たちの手で彩られた駅前の花々。
お近くにお越しの際は、ぜひ足をとめてご
覧ください。そして、通学・通勤・お出かけ
には、ぜひJRをご利用ください！
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